
南相馬消防署飯舘分署

飯舘村消防団

飯舘村地域防災センター

　「自らの地域は自ら守る」を基本理念とする消防団。その
構成員である消防団員は、他に本業を持ちながら、非常勤
特別職の地方公務員として、消防防災活動を行います。
　飯舘村消防団では、共に活動する仲間を募集していま
す。関心をお持ちの方はぜひ一度お問い合わせください。

　旧飯樋小学校を改修し令和３年度に完成した施設です。避難所等となる機能を有し、大規模災害時
に村が防災拠点として使用します。施設内には東日本大震災に関連する記録の展示があり、平常時に
は地域コミュニティや地域間の交流に活用されています。また、村の文化祭の作品展示、希望の里学園
児童の合宿通学、大学生の交流イベントなどに使用されたこともあります。一般使用の申し込みは、平常
時の管理を行う生涯学習課（交流センター「ふれ愛館」☎︎0244-42-0072）で受け付けています。

　大きな災害が毎年のように発生している現状を踏まえ、地域ごとの防災力の強化が以
前に増して必要となっています。村も「飯舘村第６次総合振興計画」に地域防災の向上を
掲げ、「飯舘村防災ハザードマップ」を全戸配付、「飯舘村地域防災センター」を開設した
他、「飯舘村地域防災計画」を策定。県や周辺地域と連携した訓練にも参加しています。ま
た現在も、地域や関連機関と協議を行い、防災機器やシステムの強化を検討しています。

地域防災力
 を高めよう

「いざ」という時に備えて
地域住民の暮らしを守るために

地域住民の安全を守るため、力を尽くしてくださる関連機関の
皆さん。日頃からの備え、そして「いざ」という時の献身的なご
尽力、本当にありがとうございます。

自衛隊

訓 練

訓 練 春季検閲式での規律訓練

消防合同訓練

福島県沖地震の際の給水支援

　自衛隊は、大規模災害時に都道府県知
事等の派遣要請を受け、規定の手続きを経
て派遣されます。被災地では、捜索・救助・輸
送などさまざまな災害派遣活動を行います。
平成23年の東日本大震災の際も村に駐留
し給水支援などにあたっていただきました。

　火災や救助の現場に駆け付け、消火活
動・救急活動に力を尽くす消防士の皆さん。
他にもさまざまな災害の最前線で、人命救助
に力を発揮します。緊急時に備える日頃の訓
練、防火防災の呼びかけなど、平常時を含め
地域防災の要を担っていただいています。

　消防団は消防組織法に基づいて各市
町村に設置される消防機関。飯舘村消防
団（赤石澤傳団長／飯樋町）には、村外
に自宅がある方も含め、146人（４月１日時
点）が所属しています。災害時には、救助・
救出、避難誘導などにもあたります。

収  容  数　 約330人（屋内及び屋外野営場で）　　
　　　　　駐車スペース約100台（災害時）　
設　   備　 ホール、研修室、キッチン、食堂、シャワー室、備蓄庫、リネン庫、倉庫、展示室、太陽光発電設備、
　　　　　駐車場、屋外野営場など
備  蓄  品　  非常食、保存食、保存水、粉ミルク、エコ食器、カセットコンロ、避難所間仕切り、避難所用間仕
　　　　　切りテント、テント、簡易ベッド、エコラジオ、ランタン、毛布、救急箱、生理用品、簡易組み立て便
 　　　　　座、リヤカー、台車、ブルーシート、ガソリン携行缶など

飯舘村飯樋字町102番地　問  総務課総務係☎︎0244-42-1611

〈 施設等の概要 〉
消防団員を募集しています消防団員を募集しています 大切なふるさとを一緒に守っていきましょう！

　問  総務課総務係☎︎0244-42-1611

点検しよう！

私の「防災」

ありがとう
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